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1.まえがき

線状(電流)ヘリカルアンテナは一般に実用さ
れてきている.しかしスロットで構成する磁流ヘ
リカルアンテナは例をみない.

アンテナの小形化を目的に,磁流ヘリカルアン
テナのインピーダンス特性について実験的考察を
行った.

2.アンテナの構成
磁流ヘリカルアンテナの構成を図1に示す.

寸法パラメータは図に示す通りで.厚さt,=35fim
の銅板を.厚さtd=3mmのプラスチック(比誘電率
'.≒3.0)円筒で支持した構造である.
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スロット幅w=2mm.スロット長(展開長) l=
3∝)mm,及びスロット端から導体端までの長さd=

10mmを固定し.ヘリックスのピッチp=4, 6,及び
8mm　並びにへリックスの直径D=18, 22, 26,
32,及び38mm　それぞれに対するインピーダンス

特性を測定し.共振周波数f及び600MHzにおける
抵抗値R等を求めた.なお給電はヘリックス中央で
行った.

図2 (a),(b),(c)にD=18mmでのp=4, 6,及び8mm
におけるインピーダンス特性を示す.
ヘリックスのピッチ及び直径に対する共振周波

数f.を図3 (a)及び(b)に.抵抗値Rを図4 (a)及び(b)に
示す.
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ヘリカルアンテナの全長Lは.衣-1に示す様に

大体40-63mmである.共振周波数fが大体480-

620(MHz) (波長A ≒6∝卜5(泊mm)の範囲にあるの
で,ヘリックス状にすることによりアンテナは小
形化されていることが判る.

表一1

しかし.抵抗億が/)、さいので.整合の際の損失
を見込むと効率は低くなる.
このアンテナは,全長が娃いため,曲流へリッ

クスと共に,煙いダイポールアンテナが並列に存

在するアンテナ系と考えられる.従って給電点イ

ンピーダンスろは,ヘリックスとタイポールのアド
ミタンスをそれぞれY.とY.とすると

Z^l/CYrffY.)　　(1 )

で表わされ.共振はダイポールとスロットのサセ

プタンスそれぞれB,.B.がB,=B.の場合で.抵抗成分
はほほ1/Gd(Gd>G.)と考えられる.
共振周披放f,がヘリックス直径Dに対し高くなる

のは,長さLが短くなることによるB.の増大に対し
直径増加によるB.の増大があることによる.
また抵抗値Rがヘリックス直径Dに対し減少するの

はG。の増大が大きいことによると考えられる.
しかし,ピッチに対しては抵抗億Rは一棟に増減し
ていない.この現象については,アンテナの長さL
に対してだけの考察では不十分で検肘を要する.

5.あとがき

効坤,利得,放射バターン等についての検肘,
推びに理輪的解析が必要である.
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